









佐藤らは，ドナルド・ショーンの著書『The Reflective Practitioner: How Professional Think in 




















































以外の初任者は県全体で 207人（小学校 136人，中学校 71人）である（７）。
調査日当日 2010年 2月 16日は，初任研校外研修の最終日であった。筆者が X県総合教育センター

















表 1　初任者全体のプロフィール　N＝ 205（小 135，中 70）
小学校初任者 中学校初任者
調査対象者数 135人 70人




教職経験 経験者数 86人（63.7％） 48人（68.6％）
学級担任，教科担当の人数
1年 2年 3年 4年 5年 6年 国 社 数 理 英 音 美 技 家 保
0 50 44 33 8 0 8 4 15 8 19 3 4 1 2 6
表 2　初任者の年齢構成（人数：実数）　N＝ 205（小 135，中 70）
23歳 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 合計 備考
小学校 27人 18 16 13  8  8 10  9  5  7  5  5  2  0  1  0  0  0 134人 1人不明
中学校 13人  8 10  9  7  3  4  0  4  2  1  1  3  1  2  0  1  1  70人
小・中
合計
40人 26 26 22 15 11 14  9  9  9  6  6  5  1  3  0  1  1 204人












表 4および図 1より，小学校初任者の多くが 2学期（85人：53.1％）に自己の成長を感じ，次いで，
3学期（55人：34.4％），1学期は非常に少なく 7人，4.4％であった。それに対し，中学校初任者では，
2学期（35人：43.2％），3学期（32人：39.5％）と差は少なく，1学期（7人：8.6％）は小学校に比



















学校では年間 67人（41.9％：67 ÷ 160 × 100，年間記述延べ人数 160人に占める割合），中学校では年
135初任者が捉える自己の成長（時田）

















































































































一番高い割合で，次いで 3学期であった。より詳細に 2学期から 3学期の変化を見ると，小学校では

































































































小学校では年間 33人（20.6％：33 ÷ 160 × 100，年間記述延べ人数 160人に占める割合），中学校では
年間 9人（10.8％：9÷ 83 × 100，年間記述延べ人数 83人に占める割合）となっている。「保護者クレー
ム等」を学期毎に見ると，小学校では 1学期 18人（11.3％），2学期 14人（8.8％），3学期 1人（0.6％），




























































































































































































































































































　⑺ 初任者の人数，M市の初任研の状況については，本研究の調査日 2010年 2月 16日，筆者が X県総合教育
センターに出向いた折，初任研担当課次長および初任研担当指導主事者に，インタビューを行った結果であ
る。
　⑻ 筆者が，2009年 7月 21日～ 8月 14日の 15日間に，2006年度初任研実施校の校内指導教員 33名の在籍校
に出向き，インタビュー調査した結果である。
　⑼ 時田詠子「校内指導教員による初任者の力量形成についての一考察」『日本教師教育学会年報』第 19号，
2010年，90–100頁。
